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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月11日(2021.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　温熱療法治療の効果を増強するための薬剤を調製するための増感剤の使用であって、
　前記増感剤は、セレンと魚油とを含み、
　前記薬剤は、第１の量のセレンおよび第２の量の魚油を提供するように処方され、前記
温熱療法に対するがん細胞の感受性をそれぞれ増大させるのに有効であり、
　前記薬剤は、個々に、第１の量で提供された場合のセレンと、第２の量で提供された場
合の魚油の効果の合計よりも、温熱療法に対する癌細胞の感受性を増大するための相乗効
果を提供するように処方されている、使用。
【請求項２】
　前記温熱療法の温度は、３９℃～４３℃である請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記がん細胞は、乳がん細胞、膀胱がん細胞、または、肺がん細胞であり、前記セレン
がセレン酵母またはセレン酵母由来のペプチドの形態である、請求項１または２に記載の
使用。
【請求項４】
　前記増感剤は、表２で見られるような複数の成分を含む、請求項１～３のいずれか一項
に記載の使用。
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【請求項５】
　前記セレンは、１０００ｎｇ／ｍｌまでの濃度で前記薬剤中に存在する、請求項４に記
載の使用。
【請求項６】
　前記魚油は、２５μΜ濃度までで前記薬剤中に存在する、請求項４または５に記載の使
用。
【請求項７】
  がん細胞のｐＡＭＰＫα含有量またはＣＯＸ－２含有量を調節するための薬剤を調製す
るための増感剤の使用であって、
　前記増感剤は、セレン、魚油、およびセレンと魚油との組み合わせからなる群から選択
される、使用。
【請求項８】
　前記がん細胞のｐＡＭＰＫα含有量が増加する、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　前記がん細胞のＣＯＸ－２含有量が減少する、請求項７または８に記載の使用。
【請求項１０】
  複数の成分が表２で見られる量を反映するように前記増感剤は処方されている、請求項
７～９のいずれか一項に記載の使用。
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